
評価のポイント

事例の概要
●「過疎化」という危機感の中で、肩書きを持たない
住民が「高柳町ふるさと開発協議会」（昭和63年～
平成元年）に集い、2年間で200回を超える議論を重
ねた。

●議論の中から、「じょんのび」（ゆったりのびのびとし
て、芯から気持ちがいい、という意味のお国言葉）と

いうキーワードと「住んでよし、訪れてよし」を基
本コンセプトとした地域づくりビジョンが生まれた。

●町、地域の協働活動により、町内13地区がそれぞれ
の集落振興ビジョンを策定し、実践することにより
地域の「住民活動力」が広範に波及した。

　高柳町では、昭和５０年代から行政が中心となって、
基本的な生活施設や農林業の基盤施設などの整備に取
り組み、「町の近代化」は進んだものの、高度経済成長
期を機に、人口減少が続き、昭和６０年の国勢調査で
は人口減少率が１７％に達し、県内ワースト１位と
なった。
　様々な事業に取り組んでも町の将来が見えてこない
という不安と落胆で混沌とした状況の中、肩書きを持
たない住民が「高柳町ふるさと開発協議会」に集い、２
年間で２００回を超える議論の中で、「住んでよし、訪
れてよし」の地域づくりビジョンが生まれた。
　平成２年度から住民と行政が協働して取り組んでき
た「農山村滞在型交流事業」により、地域産業と雇用
の場が生まれた。また、平成６年度から３ヵ年をかけ
て、町内１３地区がそれぞれの集落振興ビジョンを策
定し、集落の振興方向や町と地域の役割を明確にした。
この計画に基づき、各地区ごとに特性を生かし、ひょ
うたん、炭焼き、棚田、かやぶき等の地域資源を磨き
上げ、野菜直売施設、炭焼き小屋、散策路等を整備す
ることにより、地域の住民活動力が全町に拡大した。

　また、地域の魅力を高めるため住民が主体となって、
純産品づくり、活性化イベント、人材養成事業等に取
り組むことにより、地域人材力も高まった。
　このように、交流事業に取り組んでいる町民が生き
生きとし、訪れた人々に「人柄が良く、人間味が豊か
で人情に厚い」等々の評価をいただき、町の知名度や
イメージなど、対外的な面で評価が飛躍的に高くなっ
ており、人口の１００倍を超える交流人口を生み出し
ている。　　　　　　
　また、平成１４年度から、住民と行政が連携・協働
して、身近な自治を目指した「住民自治組織の再構築」
プロジェクトに取り組んでいる。市町村合併と相まっ
て、住民の主体的な活動により着実に検討が進んでお
り、先駆的な取組みとして大いに期待される。　　　
　これらの地域づくりの取組みにより、町民に、行動
力やアイデアを出す力が身につき、事業の継続に次々
と結びついている。
　このことにより、住民が自信と誇りを取り戻し町全
体が活性化しているところが、誇りある過疎地域のモ
デルを提供するものであるとして評価された。

新潟県　高柳町

冬の間丹念にひょうたんを研く作業は、共に働く楽しみ
づくり。週三回が合言葉。

民話から若者が創作。狐火が闇夜に連なる風景はなんと
も素朴で幻想的。

住民の将来ビジョンが実現した波及効果９億円のじょんのび村。

住民を主体に手づくりで始め定着した「高柳町ふるさと
開発協議会・町民フォーラム」。

かやぶきの家（荻の家）では、いろりと地元で採れた四
季折々の山野菜を使った料理が好評。




